
 空高く 子ども肥える 秋 

行事のプロセスを大切に 実りの時間へ 
日の暮れが早まり、秋が深まりました。どんぐり

や落ち葉をお散歩バックに沢山詰めて、嬉しそうに

見せてくれます。収穫の秋、美しい秋をたっぷりと

楽しみたいと思います。 

4 月より０歳１歳さんでは、園独自のゆるやかな

育児担当制保育を行い、担当保育者とのアタッチメ

ントを育みながら、遊びと生活＝食事や排泄、午睡、

着脱などを大人と一緒に楽しんでいます。健康観察

を行い、生活リズムも定着してきました。友達同士

で会話をしたり、共感したりしています。そして、

２歳さん、園では友達とごっこ遊びを楽しみ、自分

のことを挑戦して頑張る姿に乳児から幼児への成長

を感じます。同時に自分で、全部をやりたくて「イ

ヤダ」「ジブンデ」と自己主張が始まります。意思を

もち、一人の人間として「自分は自分だ」と主張す

る「自我」は、自分が存在する意味を感じたくて、

ママを信頼して甘えて、試して、確認して、自分自

身に育っていく道程のように感じます。その「イヤ

ダ」「ジブンデ」の時代は、付き合える時には寄り添

い、危険な時や対応できない時には、「今日は〇〇だ

からダメだよ」と理由を話し、大人が強い心で決め

ることも大事です。ママが自分の存在を大切にして

くれていることは伝わっています。 

幼児組は、子ども同士の絆が深まり、一人ひとり

が主体的に活動に参加する姿が素敵です。本来、子

どもは仕事人で忙しく動き回り、遊びを見つけ、友

達とくっついて、脳も体も動かしたいのです。 

保育園は、共同生活、たっぷりと遊びが保障され

ています。年間保育計画 2 期の振り返りをしました。

どのおうちも異年齢保育の良さが現れ、子ども達の

相互に真似て学び合う姿や協力し合う姿が生まれ、

生活リズムも整い、安定していることが伝わってき

ました。どんどんさんとしての自覚や自信も育って

いて率先して取り組む姿があります。 

 

実際にどんどんさんは、朝の米研ぎをし、マフラ

ー編みなどの手仕事をして、けん玉練習にカードで

世界の国名を覚えたりと様々なことに集中して取り

組んでいます。そして、まだまだ遊びも生活も練習

中ののびのびさんへ保育者のように寄り添い、喧嘩

の仲立ちをして暮らしを支えてくれています。個性

豊かで発達の違う集団生活は、様々な事件が起きま

す。でも、解決へのチームワークが育ち、大人の援

助が無くても自治が生まれて、子どもミーティング

でもポジティブな発言が増えているとのことでした。  

異年齢保育の良さである自分と誰かとの比較や競

争では生まれない「自分は、自分でいいんだ」とい

う「自分が好き」という自己肯定感を育む生活にな

っていると感じます。子ども相互の温かい人間関係

は自己信頼感を育てますね。 

 

そして１２月の「大きくなったねの会」に向けて

歳児別に取り組んでいます。子ども達の声から始ま

ります。何をしたいのかを話し合い、演目を決めま

した。自分の得意なものを表現するコーナーもあり、

創造的です。皆で表現遊びを楽しみ、プロセスを大

切にしながら進めています。時々覗きに行くと真剣

な表情でピアニカを練習したり、歌を皆で歌ったり

しいます。当日は大きな拍手で応援してあげてくだ

さい。 

秋は、行事が続きます。今月、4，5 歳さんは赤羽

自然観察公園のバーベキュー場にて「私達の SDGｓ

焼き芋パーティー」を行います。今年は、SDGｓの

目標「皆で助け合う」「食べ物や資源を大切にする」

そして「自然を守る」ことをねらいにして、自然環

境教育の意味も込めました。タイパな時代だからこ

そ、火について知り、安全な使い方を学び、準備か

ら片付けまで自分達でやり遂げる体験は、自立への

練習です。人間は「火」を扱い、食べ物を得て、暖

を取り繁栄してきました。バーチャルではなく、「火」

を起こし、炎を味わい、心に残る本物の感動体験を

させてあげたいです。写真は宇宙どんどんさんのわらべうた 

だっこするよ 
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